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経営学研究科委員長 夏 目 重 美
二瓶喜博先生は，平成２５年３月，ご定年まで４年の猶予を残されてご勇退なされます。二瓶
先生は，昭和４８年１０月，本学経営学部に助手としてご着任なされ，講師，助教授を経て，昭和
６０年４月より教授にご昇格なされました。ご着任から今日まで，実に４０年の長きにわたり，本
学の発展一筋にご尽力なされました。二瓶先生が助教授に昇格なされた昭和５４年，本学に大学
院経営学研究科博士前期課程，同後期課程が設置されました。マーケティング系列における新進
気鋭の若手研究者として，多くの有能な研究者，実務家を育てて来られました。平成１４年４月
から平成１８年３月まで，経営学部長の要職をお務めになられ，学部並びに大学院改革にあたっ
ての卓越した見識と，奮迅の行動力を発揮され，大学の発展に実りある貢献をなされました。
また，経営学部ホスピタリティ学科設置の重要な役割を担われ，今日まで学科長として新設学
科における幾多の困難な課題に取り組んで来られました。この間，日本商業学会，日本経営診断
学会，日本広告学会等に所属され，目覚しいご活躍をなされました。二瓶先生の数々のご活躍と
これまでのご尽力に対しまして，経営学研究科を代表して心からの敬意と感謝の意を表明させて
いただきます。
二瓶先生のご研究の足跡は，巻末の目録にも明らかなように，長年にわたって丹念に蓄積され
た学術論文の一つ一つに辿ることが出来ます。会計学を専攻する小生には，その全貌を咀嚼し，
論評することは到底不可能かつ僭越なことであります。ここでは，小生にとって印象深い３冊の
ご著書をご紹介することによって，二瓶先生のご研究成果の一端に触れさせていただくこととい
たします。
第一は，昭和６３年に創成社から出版された『広告と市場社会』であります。本書は，市場経
済に占める広告の消費者情報としての役割に着目され，経済学の想定する合理的意思決定者の立
場を超えた消費者並びに消費者行動を捉える必要性の認識から，消費社会論，社会交換論，マー
ケティング・コンセプトの拡張へと続く学問的進化について言及されておられます。第二は，平
成１２年に創成社から出版され，平成１５年に増補・改訂された『うわさとくちコミマーケティン
グ』であります。本書は，今日的なテーマを専門的お立場からいち早く取り上げられ，「くちコ
ミ」マーケティングの事例から出発し，これらを心理学，社会学，民族誌学など，二瓶先生の真
骨頂でもある学際的研究の成果によって照らしだし，「くちコミ」メディアとしての個人あるい
はメディアそのもののリテラシーに接近されようと試みておられます。第三は，教育に関するご
著書で平成１９年に五絃舎から出版された『自学力のための技術』であります。論文作成の指導
書としてまとめられ，問題探索，問題発見，文章作成，論文構成などの技術的内容を述べられな
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がらも，単にこのことにとどまらず，論文に取り組む自律的姿勢について述べられた教育的啓蒙
の一書であります。
二瓶先生をお送りするに当たり，小生にとっての何よりの思い出は，公益社団法人ジュニア・
アチーブメント日本からの提供による各種プログラムの推進を温かく見守り，ご支援いただいた
ことであります。課外で実施している学生主体による会社経営体験プログラム，AUSCP（Asia
University Student Company Program）の活動には，積極的にご参加いただき，多くのご指導，
ご助言をいただきました。また，コンピュータによる意思決定シミュレーション，MESE
（Management and Economic Simulation Exercise）の実施についてもご支援いただきました。新
入生を迎える本学の一大行事「出会いの広場」におけるMESEの実施は，二瓶先生が学部長在
任時に，そのご英断によって実施されるようになったものであります。当時学生委員であった田
部井圭子先生と共に，「出会いの広場」の改革を積極的に進められ，一つの新しい形としてまと
めあげられました。新入生の「出会いの広場」におけるMESEの体験を活かし二瓶先生のクラ
スを含む，オリエンテーションゼミナール８クラス合同で MESEを実施したこともありまし
た。将来は，ジュニア・アチーブメント日本の協力を得て，小・中・高の先生方を啓発・指導す
る新しいプログラムを開発しようと夢を語り合ったこともありました。
本学経営学研究科は，博士後期課程在籍者１名の修了を待って，改組転換後のアジア国際・経
営戦略研究科に引き継がれ，その主たる役割を終えることとなります。二瓶先生の本学経営学研
究科に残されたご功績の数々は，ご指導を受けた多くの卒業生，同僚教職員の心に深く刻まれ，
本学の発展史に永く記録され，継承されていくものと信じます。
二瓶先生は，ご勇退なされた後も，新たな目標に向かって，一層ご多忙の日々をお過ごしにな
られることかと存じますが，折に触れて本学にもお越しいただき，いつまでもご健勝にて，ご指
導，ご鞭撻くださいますことをお願いし，衷心より感謝の誠を捧げる一文といたします。
（２０１２年１２月吉日，武蔵野桜堤の寓居にて）
亜細亜大学経営論集 第４８巻第２号（２０１３年３月）viii
